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巻頭言 ノヾ と ごノレス の 二百rJ干リ8こ 諾う た っ て
会長 門 間 勉
Ilf年6月､本学会の創立にあたり､過山されて初代の会長をお引受けしました｡誕生し
たはかりの学会ということで､私は､責任の重大さに心おののきながら､学会の運営はど
のようにしたらよいものかと戸惑いました｡爾来､役員の先生方の適切なこ助言､ご協ノJ
と会員の皆さんのご協力をえまして学会創立 1周年を迎え､学会誌パピルスの別7-lJ号を発
刊する運びとなりましたo皆さんのこ協力に対して厚く感謝いたします｡
いま､算数 ･数学教育にたすきわる払たちは大きな問R副こ直面していますC社会生橘の
中で数字の必要性が急激に増し､学校での辞数 ･数学数帝の重要性が溢'7強調されていま
す｡その一方で､上の学校で学ぶ数学が抽象化と形式化が高まってくるにつれて､数学を
学ふことの恩義は学習者から滞れてくるようです｡数学を教えることが数学に対する価値
の評価を低下させたり､数学に対する嫌悪感や無関心たけを学習者の心に残すようでは困
ります｡払たちは､定数 r数学を学ぶことは､数学や自然和学に興味をもつ人にだけでは
なくて､文学.芸術､歴史や経済なとに興味をもっている人にとっても重要であるという
ことを納得のいくように数えなければならないわけで､そのためには身近にある教育の問
題を改めて見直すことも大切であると思います｡
数学に対する嫌悪感､無関心の問源に私たちはどのように対処すべきでしょうか｡これ
まで以上に授業のLJで数学の知誠や技能の指導を弓削ヒすれば解決するのてしょうか｡数学
に関心をもたせるには､数学を ｢分かる｣ように教えるだけで十分でしょうかO数学を分
かるように教えるとは､問題を筋道を立てて､論理的に考えることをさらに強調すればよ
いのでしょうか｡授業での教師の説明､児童 ･生徒の作る閉域の解答は､通例として､論
理的に整理され､完全に仕上げられますが､このような説明や解答は学習者にとって本当
に ｢分かり易い｣のでしょうか｡そして､そのことが数学に対する嫌悪感や無関心といっ
た学習者の感性の間鋸どのように関わっているのでしょうか｡
数学の問題を考えている学習者が､どうしても解決の手かかりが見つからなくて､前に
進めないている｡彼は考えを中断して､また初めから考え直したりします｡突然に手かか
りか浮かんだとき､彼には､おそらく､解答の全体が頂然と見えているのてしょう｡この
ような問題解決者の考えは論理的思考というより直観によっています｡ところで､彼はこ
の間題の答案をどのように書き上げるでしょうか｡解答の仕-L･.げは筋道を立てて整理して
省きます｡そこには解決の手がかりを模索した長時間にわたる着想の段階は全く現れてい
ないでしょう｡それを読む級友にとってその解答は必ずしも分かり易いものではないてL
A:う｡大部分の級友は､着想の段階であり､それを納得しない限り何かもやもやとしたも
のが心のLfりこ残っているのではないかと思います｡
問題解決の手かかりを招索する段階での活動は､それは長く続ける薬LIL的な取り組みが
要求されるものてあり､学習者の佃緒的なー感情的な魅力によって支えられるています｡
事態に潜む奇妙な現象に架き､現実と数式の調和の美しきを感じ､問題に魅惑を感じるこ
とは眉想への微動を与えるものであり､さらに､学習者の数字に対する興味 ･関心の入口
にもなります｡数学に対する嫌悪や無関心の問題に対処するために､払たちはこのようrJ:
数字の学習における情緒的､感情的な側面を大切にしなければならないと思います｡
